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大

震

災

前

後

か

ら

の

鵠

沼

海

岸

（

三

）

高

木

和

男

相

模

女

子

大

教

授

私

が

鵠

沼

海

岸

の

地

に

初

め

て

来

た

の

は

大

正

七

年

（

一

九

一

八

）

の

夏

で

あ

っ

た

。

福

田

医

院

は

海

軍

の

軍

医

だ

つ

た

そ

う

だ

が

、

名

医

で

土

地

の

人

の

評

判

は

よ

く

、

門

前

に

行

列

を

作

っ

て

患

者

が

並

ん

で

い

た

こ

と

も

あ

っ

た

。

川

崎

は

、

川

崎

銀

行

の

重

役

、

左

右

田

も

左

右

田

銀

行

の

重

役

と

も

に

昭

和

の

パ

ニ

ッ

ク

で

、

小

さ

く

な

っ

た

が

、

川

崎

さ

ん

の

方

は

、

今

は

、

当

時

の

天

賞

堂

の

別

荘

の

と

こ

ろ

に

移

っ

て

い

る

。

岸

田

別

荘

と

ゆ

う

の

は

貸

別

荘

だ

っ

た

と

思

う

。

岸

田

劉

生

の

鵠

沼

日

記

（

大

正

四

年

）

に

出

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

こ

の

頃

は

貸

別

荘

が

多

く

、

四

軒

別

荘

と

か

八

軒

別

荘

な

ど

と

ゆ

う

名

前

が

鵠

沼

日

記

に

出

て

く

る

。
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古

い

鵠

沼

は

尼

寺

の

あ

た

り

に

あ

っ

た

ら

し

い

。

尼

寺

は

震

災

後

堀

川

の

現

在

の

と

こ

ろ

に

移

っ

た

。

田

中

邸

と

は

、

横

浜

の

天

下

の

糸

平

だ

と

い

う

。

赤

別

荘

と

い

う

貸

別

荘

が

あ

っ

た

。

尼

寺

の

場

所

が

蘆

花

の

思

い

出

の

記

に

出

て

く

る

鵠

沼

ら

し

い

。

こ

の

あ

た

り

に

旅

館

が

あ

っ

た

よ

う

だ

。

私

の

父

は

大

正

八

年

に

買

っ

た

家

が

、

余

り

に

風

通

し

が

悪

く

嫌

に

な

っ

て

、

土

地

を

捜

し

て

い

た

ら

し

い

。

鵠

沼

饅

頭

の

中

野

さ

ん

が

牛

込

へ

来

て

、

中

屋

の

地

所

が

売

り

に

出

て

い

る

と

い

っ

て

来

た

。

四

、

五

〇

〇

坪

の

土

地

を

三

つ

に

分

け

る

と

ゆ

う

こ

と

で

、

こ

の

中

の

角

の

と

こ

ろ

を

買

っ

た

。

こ

れ

が

今

の

と

こ

ろ

で

あ

る

。

そ

し

て

大

正

九

年

に

新

築

し

た

。

一

、

七

〇

〇

坪

で

松

林

で

あ

っ

た

が

、

土

地

は

低

く

大

雨

が

降

る

と

水

が

た

ま

っ

た

。

こ

の

一

区

画

の

土

地

の

東

側

が

三

輪

別

荘

が

あ

っ

た

だ

け

で

海

ま

で

松

林

し

か

な

か

っ

た

。

海

え

出

た

と

こ

ろ

、

今

の

遊

歩

道

路

の

と

こ

ろ

は

小

高

い

砂

丘

と

な

っ

て

い

た

。

そ

の

た

め

水

は

け

は

悪

く

、

排

水

は

家

の

前

を

流

れ
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る

下

水

溝

だ

け

で

あ

っ

た

が

、

木

の

枠

が

入

っ

て

い

た

。

こ

の

下

水

は

水

が

き

れ

い

で

春

に

は

ソ

ー

メ

ン

コ

（

鰻

の

子

）

が

沢

山

昇

っ

て

来

た

。

こ

の

溝

は

片

瀬

街

道

（

山

本

橋

え

通

ず

る

道

）

に

あ

る

下

水

を

合

せ

て

引

地

川

の

旧

川

に

注

い

で

い

た

。

こ

の

家

が

建

っ

て

、

大

正

九

年

か

ら

毎

夏

こ

ヽ

え

来

る

こ

と

に

な

っ

た

が

私

だ

け

は

こ

の

秋

か

ら

鵠

沼

に

住

み

つ

く

こ

と

に

な

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

と

い

う

の

は

、

私

は

喘

息

で

、

す

ぐ

風

邪

を

引

く

し

弱

い

の

で

、

祖

父

の

ガ

ン

の

時

に

懇

意

に

な

っ

た

順

天

堂

え

、

私

を

診

て

も

ら

い

に

い

っ

た

の

で

あ

る

。

父

は

そ

こ

で

医

師

の

診

断

を

聞

い

て

、

恐

ろ

し

く

あ

わ

て

た

。

私

に

は

知

ら

せ

な

い

が

肺

結

核

で

、

し

か

も

か

な

り

ひ

ど

い

と

ゆ

う

こ

と

で

あ

っ

た

。

家

族

に

感

染

す

る

と

い

け

な

い

か

ら

と

い

う

こ

と

で

急

遽

、

私

を

鵠

沼

の

家

に

移

す

こ

と

に

な

っ

て

、

祖

母

と

一

緒

に

行

く

こ

と

に

な

っ

た

。

私

は

、

ま

だ

小

学

六

年

生

で

あ

っ

た

が

、

通

学

に

は

無

理

と

い

う

こ

と

で

、

父

か

ら

う

ま

く

学

校

の

方

へ

話
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を

し

て

、

教

頭

の

五

十

嵐

先

生

が

日

曜

毎

に

来

て

家

庭

教

師

と

し

て

六

年

後

半

を

す

ま

せ

て

し

ま

う

と

い

う

便

法

を

考

え

た

ら

し

い

。

当

時

、

小

学

校

は

全

焼

し

て

（

三

月

）

六

年

生

は

江

戸

川

小

学

校

に

分

散

さ

れ

て

い

て

学

校

は

区

役

所

に

事

務

所

が

あ

っ

た

。

校

長

と

教

頭

は

こ

こ

に

い

て

、

そ

れ

で

話

が

つ

い

た

ら

し

い

。

こ

ん

な

訳

で

私

は

卒

業

式

に

は

東

京

に

行

っ

た

が

、

以

来

鵠

沼

に

住

む

こ

と

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

大

正

十

年

の

秋

、

大

暴

風

が

来

て

江

ノ

電

の

川

袋

の

線

路

が

流

さ

れ

て

三

日

ば

か

り

学

校

を

休

ん

だ

こ

と

が

あ

る

。

私

は

藤

中

に

通

っ

て

い

た

。

大

正

六

年

の

暴

風

雨

は

私

が

来

る

前

だ

が

鵠

沼

に

来

た

大

正

八

年

に

も

、

ま

だ

日

の

出

橋

に

行

く

道

は

荒

れ

て

い

た

。

こ

の

時

の

津

波

は

、

堀

川

の

水

田

を

す

べ

て

埋

没

し

て

、

大

平

台

あ

た

り

ま

で

引

地

川

の

流

れ

を

変

え

て

し

ま

っ

て

い

た

。

こ

の

田

に

溜

っ

た

海

水

が

流

れ

だ

す

と

き

、

旧

尼

寺

の

先

の

と

こ

ろ

に

、
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深

い

水

溜

り

を

作

っ

た

。

こ

ヽ

で

村

の

子

供

を

死

ん

だ

と

ゆ

う

こ

と

を

契

機

と

し

て

、

尼

さ

ん

が

毎

日

海

岸

か

ら

砂

を

少

し

づ

つ

運

ん

で

一

年

位

か

ヽ

っ

て

と

う

と

う

埋

め

て

し

ま

っ

た

と

い

う

。

葉

山

又

三

郎

が

尼

さ

ん

の

執

念

に

感

心

し

て

話

し

て

く

れ

た

美

談

で

あ

る

。

も

う

一

つ

の

水

溜

り

は

、

今

の

雅

叙

園

の

裏

の

と

こ

ろ

で

、

こ

ヽ

は

下

水

道

が

で

き

る

ま

で

、

深

い

水

溜

り

を

作

っ

て

い

た

。

大

正

十

二

年

は

大

震

災

の

年

で

あ

る

が

、

こ

の

年

は

世

の

不

景

気

に

か

ヽ

わ

ら

ず

、

鵠

沼

海

岸

は

大

発

展

の

時

で

あ

っ

た

。

東

久

邇

宮

妃

殿

下

が

吉

村

別

邸

に

避

暑

に

こ

ら

れ

る

と

ゆ

う

こ

と

に

な

っ

て

町

内

は

大

騒

ぎ

で

あ

っ

た

。

こ

の

歓

迎

の

た

め

に

銀

座

通

り

を

は

じ

め

、

江

ノ

電

か

ら

大

曲

を

経

る

メ

イ

ン

道

路

の

道

巾

を

広

げ

る

こ

と

に

し

た

。

鵠

沼

海

岸

の

道

路

は

伊

東

将

行

が

作

っ

た

時

に

二

間

巾

に

作

っ

て

あ

っ

た

の

を

一

尺

づ

つ

両

側

か

ら

だ

す

こ

と

に

し

た

の

で

あ

る

。

現

在

の

四

米

二

〇

糎

の

巾

は

、

そ

の

時
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出

来

た

も

の

で

あ

る

。

当

時

は

ど

こ

も

土

地

の

ゆ

と

り

が

あ

っ

た

か

ら

店

も

少

し

道

路

か

ら

中

え

入

れ

て

建

て

ヽ

い

た

し

、

松

林

は

拡

げ

る

の

も

簡

単

で

全

員

の

合

議

で

た

ち

ま

ち

拡

が

っ

た

。

こ

の

時

公

民

館

の

通

り

で

は

拡

げ

な

か

っ

た

も

の

と

思

う

。

な

に

し

ろ

、

こ

の

夏

は

鵠

沼

の

商

人

は

張

り

切

っ

て

い

た

。

そ

し

て

夏

が

終

わ

っ

た

時

大

震

災

が

来

た

の

で

あ

る

。

商

人

達

の

中

に

は

こ

の

を

期

待

し

て

、

店

を

新

築

し

た

も

の

も

あ

っ

た

。

斎

藤

百

貨

店

は

そ

の

一

つ

で

あ

る

。

し

か

し

、

全

部

震

災

に

や

ら

れ

て

し

ま

つ

た

。

私

の

家

も

九

年

に

建

て

て

こ

の

年

に

つ

ぶ

れ

た

か

ら

三

年

し

か

使

わ

な

か

っ

た

。

別

荘

も

こ

の

よ

う

な

も

の

が

多

か

っ

た

。

震

災

後

の

町

並

み

は

以

前

と

は

か

な

り

変

わ

っ

て

い

る

。

今

空

地

に

な

っ

て

い

る

と

こ

ろ

（

長

谷

川

豆

腐

店

の

東

側

）

に

あ

っ

た

町

、

内

ク

ラ

ブ

（

集

会

所

）

は

今

の

郵

便

局

(

前

の

）

の

と

こ

ろ

に

あ

っ

た

（

つ

づ

く

）

。
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鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
一
一
）

伊
藤
節
堂

一
．
名
称

花
沢
町
下
水
施
設
記
念
碑

二
．
所
在

鵠
沼
一
七
九
九

三
．
建
立

昭
和
一
四
年
八
月

四
．
篆
額
「
下
水
施
設
記
念
碑
」
と
陽
刻

五
．
碑
文

花
沢
町
は
大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
直
後
よ
リ
漸
次

開
発
せ
ら
れ
昭
和
二
年
始
め
て
町
内
会
を
組
織
し
同

六
年
下
水
施
設
の
計
を
樹
つ
七
年
三
月
十
三
日
発
起

人
会
を
開
き
幾
多
の
迂
余
曲
折
を
経
て
漸
く
十
一
年

三
月
関
係
者
八
十
余
名
賛
同
の
下
に
資
金
積
立
を
開

始
し
翌
十
二
年
四
月
三
日
起
工
式
を
挙
げ
同
八
月

幹
線
二
百
五
十
間
支
線
四
百
五
十
間
総
工
費
約
五
千

円
也
の
大
工
事
を
竣
成
せ
リ
茲
に
有
志
相
図
り
之
を

建
て
町
内
会
発
展
の
経
過
を
伝
へ
併
せ
て
前
後
七
個

年
に
亘
り
滅
私
奉
公
献
身
的
に
努
力
せ
ら
れ
た
る
石

井
君
の
功
を
領
す

正
五
位
勲
四
等

鬼
俊
民
撰

米
谷
露
香
書

六
．
碑
陰

井
上
四
郎
以
下
九
十
二
名
連
記

実
行
委
員

委
員
長

鬼

俊
民

委

員

石
井
房
吉

以
下
一
〇
名

昭
和
十
四
年
八
月
建
之

藤
沢
駅
前
石
工

林
藤
吉
刻

七
．
備
考

高
さ
一
五
四

巾
六
〇

台
座
一
五

Cm

Cm

Cm
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鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
一
二
）

一
．
名
称

鵠
沼
土
地
区
画
整
理
記
念
碑

二
．
所
在

鵠
沼
神
明
二
ノ
一
一
皇
大
神
宮
表
側

三
．
建
立

昭
和
三
五
年
四
月
一
日

四
．
題
額

「
区
画
整
理
記
念
碑
」
と
行
書
、
陽
刻

五
．
碑
文

碑
建
立
の
こ
と
ば

鵠
沼
土
地
区
画
整
理
は
、
こ
の
組
合
の
初
代
組
合
長

で
あ
っ
た
斉
藤
正
夫
氏
外
二
名
発
起
人
と
な
っ
て
神

奈
川
県
知
事
に
組
合
設
立
認
可
の
申
請
を
し
、
昭
和

十
八
年
十
二
月
四
日
認
可
を
う
け
て
着
手
、
以
来
組

合
解
散
に
至
る
ま
で
十
七
年
三
個
月
の
長
期
を
経
た

の
で
あ
り
ま
す
、
そ
の
間
戦
争
終
末
の
世
相
混
乱
期

に
遭
遇
し
事
業
は
停
と
ん
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
事
業
促
進
に
つ

い
て
関
係
当
局
の
勧
告
と
組
合
員
か
ら
急
速
な
る
完

成
の
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、
山
上
組
合
副
長
は
昭
和

三
十
三
年
八
月
二
十
日
総
会
を
招
集
し
再
発
足
に
つ

い
て
の
承
認
と
、
同
時
に
役
員
の
改
選
を
行
な
い
組

合
長
宮
崎
忠
太
郎
氏
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
を
選
出

し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
か
く
て
新
役
員
は
事
業
財
源

に
つ
き
藤
沢
市
及
ぴ
日
本
精
工
株
式
会
社
に
そ
の
援

助
を
求
め
、
更
に
技
術
的
援
助
を
藤
沢
市
長
に
要
請

す
る
な
ど
の
処
置
を
講
じ
、
仮
換
地
再
設
計
、
換
地

図
縦
覧
、
換
地
指
定
、
設
計
変
更
公
園
敷
地
一
千
八

百
五
十
一
坪
九
合
二
勺
の
確
保
な
ど
幾
多
の
困
難
な

問
題
を
処
理
し
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
十
一
日
神
奈

川
県
知
事
か
ら
換
地
処
分
の
認
可
を
得
て
、
同
年
三

月
三
十
一
日
の
総
会
に
お
い
て
組
合
を
解
散
し
た
の
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で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
鵠
沼
土
地
区
画
整
理
は
完
成
を
遂
げ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
困
難
な
事
業
に
対
し
役
員
は
協

力
一
致
完
遂
に
努
め
、
組
合
員
も
ま
た
理
解
を
以
っ

て
完
成
に
支
援
さ
れ
た
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
完
成

を
遂
げ
た
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し
碑
を
建
立
し
た
の

で
あ
り
ま
す

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日

藤
沢
市
長

金
子
小
一
郎
書

六
．
碑
陰

地
区
面
積

八
万
五
千
六
十
一
坪
一
合
一
勺

組
合
長

宮
崎
忠
太
郎

副
組
合
長

渡
辺
清
作

日
本
精
工
株
式
会
社

小
島
賢
一

組
合
役
員

浅
場
太
郎
吉

以
下
一
七
名

組
合
員

青
木
万
吉

以
下
九
一
名

鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
一
三
）

一
．
名
称

皇
太
神
宮
建
立
記
念
碑

二
．
所
在

鵠
沼
神
明
二
ノ
一
一

三
．
建
立

昭
和
一
〇
年
八
月
四
．

四
．
題
額

「
記
念
碑
」
と
陽
刻

五
．
碑
文

此
大
鳥
居
は
鵠
沼
出
身
横
須
賀
市
居
住
諸
氏
の
奉
納

せ
ら
れ
た
る
者
に
し
て
其
基
因
は
氏
子
の
馬
居
建
設
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の
挙
あ
る
を
聞
き
進
ん
で
奉
納
の
申
出
あ
り
氏
子
は

喜
ん
で
受
納
せ
る
次
第
な
り
抑
も
諸
氏
の
挙
は
全
く

産
土
神
社
を
敬
慕
す
る
敬
神
の
篤
志
に
依
る
宜
な
る

哉
諸
氏
は
独
立
独
歩
の
成
功
者
真
に
敬
意
を
表
せ
ざ

る
を
得
ず
茲
に
鳥
居
建
立
の
由
来
を
記
録
し
此
の
美

挙
を
表
せ
ん
と
す
時
に
昭
和
十
年
八
月
也

皇
太
神
宮
氏
子
総
代

高
松
良
夫
撰
並
書

六
．
碑
陰

発
起
人

元
町
渡
辺
源
次
郎
以
下
十
二
人

世
話
人

安
浦
町
魚
長
加
藤
キ
ク
以
下
十
人

賛
成
人

中
里
町
上
田
良
助
以
下
二
十
一
人

藤
沢
町

大
工

加
藤
徳
太
郎

石
工

林
藤
吉

鳶
工

小
菅
三
之
助

鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
一
四
）

一
．
名
称

皇
太
神
宮
鳥
居
再
建
記
念
碑

二
．
所
在

鵠
沼
神
明
二
ノ
一
一

一
の
鳥
居
左
側

三
．
建
立

昭
和
三
十
六
年
一
月

四
．
題
額

「
記
念
碑
」
と
あ
り

五
．
碑
文

そ
れ
当
社
宝
前
の
旧
鳥
居
は
昭
和
十
年
鵠
沼
出
身
に

し
て
横
須
賀
在
住
の
篤
志
家
関
根
治
郎
吉
氏
を
は
じ

め
幾
多
有
志
の
絶
大
な
る
努
力
に
よ
リ
て
奉
献
せ
ら

れ
し
と
こ
ろ
な
リ
爾
来
星
霜
を
閲
し
て
風
雪
の
削
磨

に
朽
ち
あ
る
ひ
は
神
徳
を
害
せ
む
を
畏
る
す
な

は
ち
総
代
山
上
八
造
氏
を
中
心
に
多
数
氏
子
の
熱
望

を
凝
ら
し
再
建
の
機
運
こ
こ
に
熟
し
て
昭
和
三
十
五

年
十
月
起
工
の
式
を
挙
げ
同
三
十
六
年
春
正
月
吉
朝
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威
容
湘
南
の
空
を
圧
し
て
竣
成
せ
リ
慶
喜
何
か
こ
れ

に
過
ぎ
む
希
く
ば
神
霊
嘉
納
し
て
と
こ
し
へ
に
平
和

繁
栄
の
恵
沢
を
垂
れ
給
は
む
こ
と
を
い
さ
さ
か
蕪
辞

を
つ
ら
ね
来
由
を
記
す
と
云
尓

昭
和
三
十
六
年
一
月
十
七
日

関
根
善
之
助
撰

建
設
委
員
芳
名

委
員
長

山
上
八
造
以
下
五
二
名
連
記

工
事
請
負
人
関
根
長
五
郎

本
鵠
沼
駅
前
大
和
工
務
店
刻

鵠
沼
碑
文
集
（
そ
の
一
五
）

一
．
名
称

首
塚
の
碑

二
．
所
在

鵠
沼
神
明
三
ノ
三
ノ
一
七
宮
ノ
前
公
民
館
前

三
．
建
立

明
治
十
二
年
二
月

四
．
題
額

「
首
塚
」
と
隷
書
、
陽
刻

五
．
碑
文

「

」
内
は
欠
落
、
欠
落
部
分
は
藤
沢

市
史
資
料
に
よ
っ
た
。

許
は
ふ
る
く
よ
り
あ
な
る
塚
に
し
あ
れ
ど
、
何
の
塚

こ
こて

ふ
こ
と
を
知
れ
る
人
も
「
な
く
、
た
だ
里
人
の
金
堀

塚
」
あ
る
は
首
塚
或
は
庚
申
塚
な
ど
と
り
ど
り
に
呼
て

定
か
な
ら
ぬ
を
、
今
や｢

文
明
の
御
代
に
あ
い
千
世
の｣

古
道
明
ら
け
く
な
り
ゆ
く
時
に
あ
た
り
て
、
か
ゝ
る

こ
と
の
ゆ
え
よ
し
の
し
ら
「
れ
ぬ
こ
そ
本
意
な
け
れ
と
」

里
長
関
根

主

を
始
め
里
人
の
な
げ
け
る
な
ん
さ
る
こ

さ
と
お
さ

の
あ
る
じ

と
な
り
け
「
る
、
さ
る
ほ
ど
人
々
あ
い｣

か
た
ら
い
塚
を

あ
ば
き
み
る
に
、
髑
髏
ふ
た
も
ゝ
脚
骨
四
つ
出
「
で
け

れ
ば
、
そ
を
ひ
と
つ
か
め
に
納
め
、
懇
に
」
葬
（
は
ぶ
）
り
の
わ

ざ
い
と
な
み
て
か
く
な
ん
碑
を
た
て
た
り
け
る
、
さ
れ
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「
ど
い
つ
の
頃
身
う
せ
た
り
」
し
武
部
た
ち
の
か
ば
ね

な
る
か
し
る
よ
し
の
な
き
は
い
と
も
口
を
し
か
り
け

る

「
案
ふ
に
こ
の
わ
」
た
り
は
康
正(

一
四
五
五)

永
正

、

(

一
五
〇
四)

の
頃
、
殊
に
国
の
内
乱
れ
て
戦
か
ひ
の
ち

ま
た
に
な
り
し
か
ば
、
其
の
頃
の
「
も
の
と
」
も
思
は
る

れ
ど
証
し
に
す
べ
き
も
の
し
な
け
れ
ば
、
其
姓
さ
へ

名
さ
へ
知
る
よ
し
の
な
き
に
つ
け
て
も
其
世
の
さ
ま

の
お
し
は
か
ら
れ
て
、
此
の
わ
た
り
に
す
み
け
ん
人

の
如
何
に
世
を
う(

憂)

く
な
げ
き
つ
ら
ん
と
お
も

ふ
に
も
、
我
も
人
も
な
み
風
た
た
ぬ
御
代
に
生
れ
て
、

か
く
を
の
が
み(

身)

の
や
す
く
た
の
し
き
月
日
を

お
く
る
は
、
抑
そ
も
た
か
き
御
恵
な
ら
ず
や
と
い
へ

ば
、
人
々
も
実
に
さ
る
こ
と
な
り
い
か
で
其
よ
し
を

と
、
こ
へ
る
ま
ゝ
に
か
い(

書
き)

し
る
し
ぬ
、
神
奈
川
県
の

里
の
旧
き
跡
の
し
る
し
か
き
つ
く
る
こ
と
を
う
け
た

ま
は
り
て
つ
か
う
ま
つ
る

星
野
輝
「
蔵
」

劔
太
刀
と
が
み
野
に
身
を
尽
く
し
け
る

む
か
し
お
み
へ
ば
袖
ぞ
濡
ぬ
る

く
ち
は
て
し
埋
れ
か
ば
ね
も
明
ら
け
き

御
代
の
ひ
か
り
に
あ
ら
は
れ
に
け
り

明
治
十
二
年
歳
次
巳
卯
二
月
改
〓

―
―

完

―
―

（
昭
和
五
五
・
四
・
七
記
・
鵠
沼
松
が
岡
）
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鵠
沼
の
石
仏
・
石
神
編
年
表

伊
藤
節
堂

セ
ン
チ

西
暦

造
立
年
代

区

分

所

在

地

形

態

総
高

１

一
六
八
九

元
禄
二
年

庚

申

塔

鵠
沼
神
明
五
ノ
六
白
旗
稲
荷
内

文

字

碑

七
六

２

一
六
九
六

〃

九
〃

同

鵠
沼
神
明
一
ノ
五
ノ
三

地
先

同

八
五

３

一
七
〇
九

宝
永
六
〃

同

鵠
沼
石
上
通
り
砥
上
公
園
内

青
面
金
剛
立
像
浮
彫
リ

一
一
五

４

〃

〃

同

鵠
沼
海
岸
七
ノ
四
ノ
一
七
地
先

同

九
七

５

一
七
一
六

正
徳
六
〃

同

鵠
沼
石
上
通
り
砥
上
公
園
内

同

一
〇
九

６

〃

亨
保
元
〃

同

同

同

八
三

７

一
七
三
七

元
文
二
〃

同

本
鵠
沼
一
ノ
一
四
ノ
八

地
先

同

一
二
八

８

一
七
四
〇

〃

五
〃

同

本
鵠
沼
二
ノ
八
ノ
一
六

地
先

同

五
八
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９

一
七
五
三

宝
暦

三
年

庚

申

塔

本
鵠
沼
四
ノ
一
三
ノ
二
二
地
先

青
面
金
剛
立
像
浮
彫
り

六
〇

〃

〃

同

本
鵠
沼
二
ノ
七
ノ
一
七
地
先

同

六
〇

１０

一
七
六
二

〃

一
二
〃

同

鵠
沼
海
岸
七
ノ
四
ノ
一
七
地
先

同

八
五

１１

一
七
七
一

明
和

八
〃

同

鵠
沼
石
上
通
り
砥
上
公
園
内

文

字

碑

七
五

１２

一
七
八
〇

安
永

九
〃

地
蔵
菩
薩
像

鵠
沼
海
岸
七
ノ
四
ノ
一
七
地
先

立
像
丸
彫
り

一
一
〇

１３

一
七
八
八

天
明

八
〃

庚

申

塔

本
鵠
沼
四
ノ
一
六
ノ
一
九
地
先

青
面
金
剛
立
像
浮
彫
り

七
二

１４

一
七
九
五

寛
政

七
〃

西
国
三
十
三
所
供
養
塔

本
鵠
沼
四
ノ
一
三
ノ
二
二
地
先

文

字

碑

八
七

１５

一
七
九
七

〃

九
〃

馬
頭
観
音
像

本
鵠
沼
二
ノ
一
五
ノ
二
四
地
先

立
像
丸
彫
リ

一
〇
三

１６

一
八
〇
九

文
化

六
〃

出
羽
三
山
供
養
塔

本
鵠
沼
四
ノ
一
三
ノ
二
二
地
先

文

字

碑

一
五
九

１７

一
八
一
三

文
化
一
〇
〃

庚

申

塔

鵠
沼
石
上
通
り
砥
上
公
園
内

同

七
七

１８

一
八
一
六

〃

一
三
〃

馬
頭
観
音
像

本
鵠
沼
二
ノ
四
ノ
三
二
地
先

立
像
浮
彫
り

六
三

１９

一
八
二
〇

文
政

三
〃

弘
法
大
師
像

鵠
沼
海
岸
七
ノ
四
ノ
一
七

地
先

座
像
丸
彫
リ

七
二

２０

一
八
三
一

天
保

二
年

弘
法
大
師
供
養
塔

同

文

字

碑

五
五

２１
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一
八
四
四

〃

一
五
〃

二
十
三
夜
塔

鵠
沼
神
明
五
ノ
六
白
旗
稲
荷
内

文

字

碑

一
〇
二

２２

一
八
五
二

嘉
永

五
〃

道
祖
神
塔

鵠
沼
神
明
二
ノ
五
ノ
一
九
地
先

同

八
三

２３

一
八
六
〇

万
延
元

〃

馬
頭
観
音
像

鵠
沼
石
上
通
り
砥
上
公
園
内

同

六
三

２４

一
八
六
三

文
久

三
〃

道
祖
神
塔

同

同

六
七

２５

一
八
七
二

明
治

五
〃

精
霊
供
養
塔

鵠
沼
海
岸
四
ノ
六
地
先

同

七
四

２６

一
八
八
六

〃

一
九
〃

馬
頭
観
音
像

本
鵠
沼
二
ノ
八
ノ
一
六
地
先

同

四
四

２７

一
八
九
五

〃

二
八
〃

同

鵠
沼
海
岸
七
ノ
五
ノ
一
八
地
先

同

七
七

２８

一
九
〇
九

〃

四
二
〃

道
祖
神
塔

本
鵠
沼
二
ノ
七
ノ
一
七
地
先

同

四
九

２９

一
九
一
九

大
正

八
〃

馬
頭
観
音
像

鵠
沼
神
明
二
ノ
四
ノ
二
〇
地
先

同

八
六

３０

一
九
二
一

〃

一
〇
〃

同

本
鵠
沼
二
ノ
四
ノ
三
二
地
先

同

五
三

３１

一
九
二
五

〃

一
四
〃

同

鵠
沼
海
岸
七
ノ
五
ノ
一
八
地
先

同

六
三

３２

一
九
三
三

昭
和

八
〃

道
祖
神
塔

鵠
沼
海
岸
一
ノ
一
ノ
六
地
先

同

一
三
四

３３

一
九
五
八

〃

三
三
〃

地
蔵
菩
薩
像

鵠
沼
松
が
岡
四
ノ
一
九
ノ
五
踏
切
脇

立
像
丸
彫
リ

一
五
二

３４
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一
九
五
九

昭
和
三
四
年

道
祖
神
塔

本
鵠
沼
四
ノ
六
ノ
一
九
地
先

文

字

碑

五
七

３５

一
九
七
一

〃

四
六
〃

同

鵠
沼
海
岸
七
ノ
一
六
ノ
一
七
地
先

同

五
九

３６

不
明

不

明

庚

申

塔

鵠
沼
神
明
三

ノ
三
ノ
一
七
地
先

青
面
金
剛
立
像
丸
彫
リ

九
一

３７

〃

〃

馬
頭
観
音
像

鵠
沼
神
明
二
ノ
四
ノ
二
四
地
先

立
像
丸
彫
リ

七
四

３８

〃

〃

道
祖
神
塔

本
鵠
沼
五
ノ
一
〇
ノ
二
六
地
先

双
体
像
浮
彩
り

四
五

３９

〃

推
定

同

鵠
沼
藤
が
谷
三
ノ
一
九
賀
来
神
社

文

字

碑

五
八

明
治
後
期

４０

〃

推
定

同

本
鵠
沼
四
ノ
六
ノ
一
九
地
先

同

四
一

明
治
後
期

４１

（

昭
和
五
五
・
五
・
一
現
在

）

一
．
こ
の
表
は
路
傍
の
石
仏
・
石
神
で
あ
っ
て
、
寺
院
・
墓
地
な
ど
の
も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

二
．
こ
の
表
は
単
な
る
一
覧
表
で
は
な
く
鵠
沼
に
お
け
る
民
間
信
仰
の
編
年
史
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す

三
．
太
平
の
元
禄
か
ら
飢
瞳
の
天
明
ま
で
凡
そ
百
年
間
庚
申
信
仰
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

四
．
道
祖
神
（
サ
イ
ノ
カ
ミ
）
の
初
見
が
嘉
永

年
は
お
そ
す
ぎ
、
双
体
像
が
本
鵠
沼
に
一
体
だ
け
は
少
な
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す

5

五

こ
の
調
査
に
あ
た
り
奥
田
直
元
氏
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

.

（

昭
和
五
五
・
五
・
三
記
、
鵠
沼
松
が
岡
五

）
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連

載

長

靴

と

私

（

三

）

伊

藤

昌

私

は

生

き

る

た

め

に

東

京

に

で

て

き

た

。

生

き

る

た

め

で

あ

っ

た

。

私

達

一

家

が

借

り

た

家

は

畠

の

中

に

ポ

ツ

ン

と

建

っ

た

二

階

家

で

あ

っ

た

。

南

側

の

き

わ

め

て

陽

当

た

り

の

良

い

静

か

な

家

で

あ

っ

た

。

下

が

六

畳

と

四

畳

半

、

台

所

ト

イ

レ

が

つ

い

た

が

風

呂

が

な

か

っ

た

。

そ

の

他

に

八

畳

二

階

が

六

畳

で

あ

っ

た

。

私

達

は

そ

の

全

部

を

借

り

た

わ

け

で

は

な

い

。

八

畳

に

大

家

で

あ

る

老

婦

人

が

住

ん

で

い

た

。

す

な

わ

ち

部

屋

借

リ

で

あ

っ

た

。

し

か

し

二

階

の

六

畳

に

同

居

人

が

い

な

い

間

は

よ

か

っ

た

。

私

は

も

っ

ぱ

ら

勉

強

部

屋

と

し

て

使

わ

せ

て

も

ら

っ

た

。

前

も

後

も

麦

畠

が

続

く

な

だ

ら

か

な

丘

陵

で

あ

り

、

所

々

の

菜

の

花

畠

が

一

段

と

彩

り

を

そ

え

て

い

た

。
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農

家

の

垣

根

や

庭

に

は

さ

ま

ざ

ま

な

花

木

が

あ

り

特

に

ボ

ケ

が

印

象

的

で

あ

っ

た

。

三

月

に

入

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

私

は

復

学

す

る

高

校

を

探

し

て

歩

い

た

。

私

が

移

転

し

た

と

こ

ろ

は

東

京

都

板

橋

区

下

赤

塚

五

七

八

番

地

、

す

な

わ

ち

東

京

の

最

北

端

で

荒

川

を

は

さ

ん

で

埼

玉

縣

と

接

し

て

い

た

。

高

校

は

北

園

高

校

、

北

野

高

校

と

あ

っ

た

が

い

づ

れ

も

編

入

試

験

が

終

っ

て

い

た

。

私

は

湯

沢

高

校

で

二

年

の

十

月

ま

で

し

か

行

っ

て

い

な

い

か

ら

二

年

終

了

の

学

業

証

明

書

が

く

る

か

ど

う

か

不

安

で

あ

っ

た

。

し

か

も

そ

れ

が

な

か

な

か

来

な

い

。

私

は

イ

ラ

イ

ラ

し

て

何

度

も

秋

田

の

方

に

連

絡

し

た

が

な

か

な

か

来

な

い

。

や

っ

と

到

着

し

た

時

は

も

う

四

月

に

入

っ

て

い

た

。

し

か

し

、

そ

の

学

業

証

明

書

に

は

ち

ゃ

ん

と

二

年

間

、

無

欠

席

で

オ

ー

ル

５

が

つ

い

て

い

た

の

に

は

私

も

驚

い

た

。

も

う

三

年
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も

経

っ

て

い

る

か

ら

き

っ

と

困

惑

し

、

し

か

も

私

の

立

場

を

同

情

し

て

こ

ん

な

風

に

配

慮

し

て

く

れ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

っ

た

。

成

績

は

た

し

か

ず

っ

と

オ

ー

ル

５

だ

っ

た

け

れ

ど

二

年

の

二

、

三

学

期

と

丸

々

行

っ

て

い

な

い

の

だ

か

ら

オ

ー

ル

１

を

つ

け

ら

れ

て

も

し

か

た

が

な

い

。

け

れ

ど

二

年

終

了

だ

け

は

ほ

し

か

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

を

手

に

す

る

と

す

ぐ

私

立

の

高

校

を

探

し

に

出

か

け

た

。

ま

さ

に

犬

も

歩

け

ば

棒

に

当

る

で

、

き

わ

め

て

無

責

任

な

方

法

だ

っ

た

け

れ

ど

私

に

と

っ

て

は

真

剣

で

、

矢

も

た

て

も

た

ま

ら

ぬ

心

境

で

あ

っ

た

。

た

し

か

そ

の

日

は

天

気

が

よ

か

っ

た

か

ら

豊

島

園

の

方

に

ぬ

け

た

。

ど

う

ゆ

う

ふ

う

に

歩

い

た

か

は

よ

く

覚

え

て

は

い

な

い

、

梅

の

花

に

誘

わ

れ

て

千

川

堤

を

歩

い

て

い

っ

た

よ

う

な

気

が

す

る

。

豊

島

園

か

ら

目

白

の

方

面

に

足

を

む

け

哲

学

堂

を

通

っ

た

。

そ

こ

で

バ

ッ

タ

り

つ

き

当

っ

た

の

が

そ

の

当

時

目

白

台

、

く

わ

し

く

は

新

宿

区

下

落

合

に

あ

っ

た

国

学

院

高

校

の

裏

門

で

あ

っ

た

。
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い

か

め

し

い

屋

敷

門

の

よ

う

な

く

ヾ

り

門

を

ぬ

け

る

と

広

々

と

し

た

運

動

場

が

あ

り

そ

れ

が

美

し

い

庭

園

で

囲

ま

れ

れ

て

い

た

の

で

あ

る

。

私

は

一

ぺ

ん

で

気

に

入

っ

て

し

ま

っ

た

。

私

を

面

接

し

て

く

れ

た

の

は

国

学

院

大

学

教

授

で

高

校

長

だ

っ

た

御

巫

清

勇

（

ミ

カ

ナ

ギ

キ

ヨ

タ

カ

）

先

生

と

現

高

校

長

で

あ

る

小

林

武

治

先

生

で

あ

る

。

学

校

が

春

休

み

中

で

二

、

三

日

後

に

学

校

が

始

ま

ろ

う

と

ゆ

う

時

に

こ

の

二

人

の

学

校

責

任

者

に

会

え

た

の

が

幸

運

だ

っ

た

と

い

え

よ

う

。

二

人

の

先

生

は

私

の

古

ボ

ケ

た

襟

の

高

い

学

生

服

（

父

の

将

校

服

を

黒

く

染

め

た

も

の

）

と

チ

ビ

タ

下

駄

を

み

て

ウ

サ

ン

臭

そ

う

な

顔

を

し

た

が

、

応

接

室

で

二

、

三

質

問

し

、

学

業

証

明

書

を

見

て

「

い

ゝ

で

し

ょ

う

」

と

入

学

を

許

可

し

て

く

。

れ

た

。

天

気

が

よ

か

っ

た

か

ら

下

駄

だ

っ

た

け

れ

ど

、

若

し

少

し

で

も

曇

り

空

だ

っ

た

ら

長

靴

を

は

い

て

い

っ

た

だ

ろ

う

。

そ

し

て

そ

の
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長

靴

の

た

め

に

入

学

を

許

可

さ

れ

た

か

ど

う

か

、

い

ま

考

え

て

み

て

、

苦

笑

を

禁

じ

得

な

い

。

こ

う

し

て

私

の

新

し

い

東

京

で

の

高

校

時

代

が

始

る

。

昭

和

二

十

七

年

四

月

だ

か

ら

年

令

は

万

二

十

才

と

七

ヶ

月

に

な

っ

て

ま

さ

に

古

ぼ

け

た

高

校

生

で

あ

っ

た

。

さ

て

、

こ

う

し

て

私

が

高

校

に

復

学

し

、

下

の

弟

と

妹

が

近

所

の

小

学

校

に

通

い

出

し

、

一

家

が

や

っ

と

ま

と

ま

っ

て

ホ

ッ

ト

し

た

と

こ

ろ

に

、

空

い

て

い

た

二

階

に

大

変

な

侵

入

者

が

入

り

こ

ん

で

き

た

の

で

あ

る

。

黒

人

兵

の

ト

ム

と

そ

の

オ

ン

リ

ー

の

ユ

リ

子

ち

ゃ

ん

で

あ

っ

た

。

太

平

洋

戦

争

が

終

わ

っ

て

も

う

戦

争

は

コ

リ

ゴ

リ

だ

し

、

絶

対

に

な

い

お

の

だ

と

思

っ

て

い

た

私

達

日

本

人

の

す

ぐ

眼

の

前

で

朝

鮮

戦

争

が

始

っ

た

。

同

民

族

が

殺

し

合

う

中

に

国

連

軍

が

介

入

し

、

多

く

の

ア

レ

リ

カ

人

が

血

を

流

し

死

ん

で

い

っ

た

。

ト

ム

も

又

そ

ん

な

遠

い

ア

レ

リ

カ

か

ら

血

を

流

す

た

め

に

や

っ

て

来

た

一

人

だ

っ

た

の

で

あ

る

。

（

つ

づ

く

）
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昭

和

五

十

五

年

度

鵠

沼

を

語

る

会

に

つ

い

て

鵠

沼

公

民

館

の

改

築

工

事

の

た

め

、

公

民

館

は

移

転

し

て

プ

レ

ハ

ブ

で

一

年

過

ご

す

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

私

も

運

営

審

議

委

員

と

し

て

、

建

設

委

員

と

し

て

、

な

ん

と

か

新

し

い

公

民

館

が

よ

り

よ

く

、

よ

り

早

く

出

来

上

が

り

ま

す

よ

う

に

と

微

力

を

尽

く

し

て

ま

い

り

、

や

っ

と

六

月

初

旬

よ

り

工

事

に

着

手

し

、

昭

和

五

十

六

年

二

月

一

ば

い

で

新

し

い

公

民

館

完

成

の

見

通

し

が

つ

き

ま

し

た

。

し

た

が

い

ま

し

て

現

在

迄

「

語

る

会

」

を

中

断

し

て

お

り

ま

し

た

が

、

六

月

に

一

回

、

九

、

十

月

に

会

員

の

方

々

に

よ

る

研

究

発

表

会

を

行

な

い

た

い

と

企

画

を

た

て

ま

し

た

。

ど

う

か

夢

の

公

民

館

建

設

中

に

会

員

の

方

々

の

素

晴

ら

し

い

研

究

が

な

さ

れ

ま

す

様

期

待

し

て

お

り

ま

す

。

リ

ー

ダ

ー

伊

藤

昌



- 23 -

昭

和

五

十

五

年

六

月

十

九

日

発

行

藤

沢

市

鵠

沼

松

ヶ

岡

五

ノ

十

ノ

二

十

五

藤

沢

市

立

鵠

沼

公

民

館

内

鵠

沼

を

語

る

会

電

話

(
)

〇

九

三

〇

26
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